
「
石
垣
原
合
戦
」
特
集
記

大
友
本
陣
跡
を
守
る
衰

　
　
１
創
立
十
七
年
目
を
迎
え
て
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
沼
　
田
　
岩
　
夫

　
別
府
市
の
石
垣
原
史
跡
「
大
友
本
陣
跡
を
守
る
会
」
は
昭
和
六
十
二

年
秋
の
こ
ろ
、
当
時
、
市
文
化
財
調
査
委
員
で
郷
土
史
家
・
安
部
巌
先

生
を
中
心
に
同
じ
く
漆
原
辰
雄
、
平
野
秀
男
の
二
氏
、
市
議
の
加
藤
義

則
氏
、
そ
れ
に
不
肖
私
（
沼
田
）
ら
が
大
友
・
黒
田
両
軍
の
戦
死
者
の

慰
霊
祭
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
話
し
合
っ
て
結
成
レ
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
第
一
回
の
慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
た
の
は
、
本
陣
跡
の
地
（
南
立
石
本

町
）
に
「
慰
霊
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
翌
昭
和
六
十
三
年

二
九
八
八
）
十
一
月
二
目
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
祭
典

の
内
容
を
新
聞
（
「
今
日
新
聞
」
）
記
事
か
ら
偲
ん
で
み
る
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
（
原
文
の
ま
ま
）
。

　
　
大
友
本
陣
跡
を
守
る
会

　
　
　
　
郷
土
史
家
や
ゆ
か
り
の
人
が
集
う

　
史
跡
「
大
友
本
陣
跡
を
守
る
会
」
の
結
成
準
備
を
兼
ね
た
関
係
者
の

果
い
が
、
こ
の
ほ
ど
本
陣
跡
記
念
碑
前
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
郷
土

史
に
深
い
関
心
を
寄
せ

る
人
や
大
友
氏
ゆ
か
り

の
人
、
そ
れ
に
地
元
有

志
三
十
数
人
。

　
ま
ず
、
慶
長
五
年

の
石
垣
原
合
戦
で
主
家

大
友
家
の
た
め
に
徳
川

方
と
戦
い
刀
折
れ
矢
尽

き
て
討
死
し
た
吉
弘
統

幸
、
宗
像
掃
部
な
ど
の

勇
将
三
百
余
人
の
御
霊

に
黙
と
う
、
慰
霊
の
奏

上
文
を
地
元
沼
田
岩
夫

さ
ん
（
肩
山
町
三
組
の

本陣跡に集まった関係者

コ
が
代
読
し
た
。
こ
の
あ
と
南
立
石
天
満
神
社
拝
殿
に
会
場
を
移

し
、
市
文
化
財
調
査
員
の
安
部
巌
氏
と
郷
土
史
家
漆
原
辰
雄
氏
か
ら
石

垣
原
合
戦
に
つ
い
て
の
講
話
と
本
陣
跡
を
守
る
会
結
成
に
つ
い
て
の
話

が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
天
満
社
祭
神
に
音
曲
を
奉
納
し
た
。

　
ま
ず
亀
川
四
の
湯
町
、
衛
藤
サ
ダ
子
さ
ん
が
振
り
付
け
を
し
た
「
大

友
本
陣
の
歌
」
を
自
ら
舞
っ
た
。
次
に
沼
田
岩
夫
氏
が
浪
曲
「
大
友
本

陣
１
‐
と
西
郷
隆
盛
の
「
城
山
」
を
吟
じ
、
南
石
垣
、
佐
藤
住
人
さ
ん
が

剣
舞
を
演
じ
、
主
家
の
た
め
に
散
っ
て
い
っ
た
大
友
重
臣
た
ち
の
思
い
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を
し
の
ん
だ
。

　
今
後
は
安
部
巌
、
漆
原
辰
雄
、
平
野
秀
雄
の
三
氏
を
相
談
役
と
し
て

守
る
会
を
育
て
、
合
戦
の
目
に
記
念
行
事
を
す
る
こ
と
な
ど
決
め
た
。

　
な
お
、
事
務
局
は
沼
田
岩
夫
氏
が
担
当
す
る
。

　
当
初
の
会
代
表
は
郷
土
史
家
の
漆
原
さ
ん
（
註
当
時
は
市
役
所
勤

務
、
故
人
）
で
し
た
。
第
二
回
は
昭
和
六
十
四
年
一
月
に
昭
和
天
皇
が

崩
御
な
さ
れ
改
元
さ
れ
た
た
め
「
平
成
元
年
」
の
十
月
十
四
目
で
す
。

吉
弘
統
幸
公
御
霊
前

　
吉
弘
公
三
百
九
十
年
祭
に
作
る

　　　　　　　　　ッ　　　　　＆l　　　　　jフ

　　　　’“　φ　　　‾　φ　　　　　･j
　　　妬‘･｀　１らーか　14－‘た　ｇ　・･‘－ ’6｀七一　‘「
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大
分
合
同
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
大
友
一
族
ゆ
か
り
の
人

た
ち
五
十
人
余
り
が
参
加
し
て
下
さ
り
、
盛
大
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
三
年
の
秋
が
ち
ょ
う
ど
吉
弘
統
幸
が
戦
死
し
て
「
三
百
九
十
年

（
祭
）
」
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
不
肖
私
か
作
詩
・
作
曲
を
し
た
〈
吉
弘

統
幸
の
歌
〉
を
公
の
霊
前
に
捧
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
稚
拙
な
内
容
で
す
が
、
ご
笑
覧
下
さ
り
、
ご
教
示
を
頂
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

石
垣
原
合
戦

　
「
吉
弘
統
幸
の
歌
」

　
　
　
　
　
作
詞
・
作
曲
　
沼
田
岩
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
編
曲
　
三
浦
丈
二

　
　
　
　
　
　
　
　
監
修
　
漆
原
泉
雄

一
、
杏
葉
の
旗
　
な
び
か
せ
て

　
　
親
子
五
代
が
　
大
友
の

　
　
危
急
の
戦
の
　
矢
表
に

　
　
死
を
も
て
宗
家
　
護
り
た
る

　
　
あ
ゝ
　
吉
弘
の
血
の
流
れ

二
、
曼
々
良
ケ
浜
に
は
玄
祖
父
が

　
　
勢
場
ケ
原
に
は
曾
祖
父
が

　
　
耳
川
辺
り
に
は
　
祖
父
が
死
に

　
　
高
城
戦
に
は
　
父
も
遺
く

　
　
あ
ゝ
先
祖
の
遺
訓
肝
に
あ
り

三
、
風
希
々
と
　
旗
も
哭
く

　
　
石
垣
原
に
　
我
も
　
ま
た

　
　
大
友
最
後
の
決
戦
に

　
　
主
家
と
共
に
　
茲
に
死
す

　
　
あ
ｔ
武
門
の
道
に
侮
は
な
ｔ

四
、
敵
は
三
千
　
味
方
は
九
百

　
　
死
ぬ
．
を
覚
悟
の
　
勇
兵
を

　
　
率
い
る
将
は
　
人
ぞ
知
る

　
　
豊
後
の
鬼
神
　
吉
弘
が

　
　
い
ざ
こ
の
戦
　
目
に
も
見
よ

五
、
猛
襲
七
度
　
歌
扇
ｔ

　
　
深
手
を
受
け
て
　
こ
れ
ま
で
と

　
　
自
害
を
な
ｔ
て
　
原
に
散
る

　
　
歌
将
あ
っ
く
　
弔
い
て

　
　
武
士
の
鑑
と
　
死
を
悼
む

（
完
）
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Ｓ

ｉ

　
今
年
（
平
成
十
五
年
）
十
月
二
十
六
日
（
日
）
に
第
十
七
回
目
の
「
大

友
本
陣
ま
つ
り
」
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
約
八
十
名
の
方
々
が
参
加

下
さ
り
、
遠
く
東
京
か
ら
参
列
し
て
下
さ
っ
た
吉
弘
公
の
末
裔
、
吉
弘

尚
正
さ
ん
を
始
め
、
福
岡
・
熊
本
・
久
留
米
か
ら
も
吉
弘
家
ご
Ｉ
統
の

方
々
が
参
列
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
本
陣
ま
つ
り
の
報
道
が
新
聞
で
さ
れ
ま
し
た
の
で
詳
細
は
略
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
年
々
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
参
加
が
増
加
し
て
地
区
住
民
や

老
人
会
、
婦
人
会
の
人
た
ち
も
悦
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
四
百
年
の
昔
、

戦
死
な
さ
っ
た
英
霊
も
地
下
で
慰
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
戦
死
者
と
ご
縁
の
あ
る
子
孫
の
御
芳
名
と
御
住
所
の
「
一
覧
表
」
を

掲
げ
て
こ
こ
に
深
謝
致
し
ま
す
（
次
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

編
集
部
（
大
野
）
　
今
年
秋
の
「
大
友
本
陣
跡
を
守
る
会
」
の
祭
典
も

　
無
事
に
終
了
、
事
務
局
を
動
め
た
沼
田
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
あ
な
た
方
の
会
も
、
当
別
府
史
談
会
と
奇
し
く
も
同
じ
十
七
回
を

　
迎
え
た
そ
う
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
慰
霊
祭
を
執
り
行

　
な
う
よ
う
に
な
っ
た
由
来
か
ら
話
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。

沼
田
　
実
は
、
こ
ん
な
動
機
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
　
こ
の
立
石
堀
田
（
本
町
）
で
永
ら
く
大
庄
屋
を
し
て
お
ら
れ
た
古

　
屋
家
、
そ
の
先
代
の
（
故
）
勝
馬
さ
ん
が
昭
和
六
十
二
年
九
月
の
こ

　
と
、
夜
な
夜
な
不
思
議
な
夢
を
見
つ
づ
け
た
。

　
　
そ
れ
は
朱
に
染
ま
っ
た
鎧
武
者
が
夢
枕
に
立
っ
て
、
何
か
を
訴
え

沼田さん

る
よ
う
な
仕
草
だ
っ
た
と

い
う
の
で
す
。
実
は
古
屋

さ
ん
の
屋
敷
は
四
百
年
の

昔
、
石
垣
原
合
戦
の
折
に

大
友
家
二
十
二
代
、
義
統

の
本
陣
の
お
か
れ
た
地
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
こ
こ
に
は
貴
重
な

「
古
屋
文
書
」
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
古
文
書
に
よ
る
と
、
合
戦
の
戦
死
者
は
大
友
・
黒
田
（
松

井
）
両
軍
併
せ
て
六
〇
六
名
で
、
そ
の
姓
名
が
列
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
の
話
に
返
り
ま
す
と
、
こ
れ
ら
み
仏
（
霊
魂
）
が
供
養
し

て
貰
い
た
い
と
い
う
の
で
は
な
い
か
と
察
し
た
古
屋
さ
ん
か
ら
、
当

時
、
文
化
財
委
員
を
な
さ
っ
て
い
た
安
部
巌
先
生
と
私
（
沼
田
）
に

相
談
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
早
速
、
三
人
が
発
起
人
と
な
り
、
さ
ら
に
郷
土
史
家
若
干
名
も
加

わ
り
、
第
一
回
の
慰
霊
祭
を
聞
催
し
た
次
第
で
す
（
冒
頭
の
「
今
日

新
聞
」
記
事
参
照
）
。
そ
の
前
年
十
二
月
に
市
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、

写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
本
陣
跡
に
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
と

い
う
御
影
石
で
「
記
念
碑
」
と
「
供
養
塔
」
が
建
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
経
費
、
総
順
二
五
〇
万
円
は
、
す
べ
て
古
屋
勝
馬
さ
ん
の
義

援
金
で
す
。
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石
垣
原
合
戦
、
大
友
方
戦
死
者
で

　
　
　
　
　
　
「
大
友
本
陣
ま
つ
り
」

に
参
加
さ
れ
る
人
の
お
名
前
と
そ
の
ご
先
祖
の
お
名
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
月
二
十
六
日

十　　　十十十十九八七六五　　　四三二　　　　一
四　　　三二一

麻　　　沼竹工山佐佐佐室矢小　小組永　　　　吉
生　　　田田藤下藤藤藤理野出　出城富　　　　弘
大　　　左津　勘左秀忠清統要　信．-、与　　　　嘉
学　　　馬志統解近太工左親人　濃お工　　　　兵
公　　　介摩久由太郎門工　通　守ぎ門　　　　衛
元　　　基守　＿、夫忠ノ門　文　正一公　　　　尉

　　　文一　か兼直尉　　　　　家但九　　　　統
　　　　木　　げ高　　範　　　　　　　｀馬郎　　　　　幸
　　　　　　　ゆ　　　久　　　　　通之
　　　　　　　‾’　　　　　　　　文守
　　　　　　　入
　　　　　　　遺

財　　　財討財討財冊封財財財　封冊財　　　　討
死　　　死死死死死死死死死死　死死死　　　　死

御

先

祖

の

お

名

前

大別東別香別別大福宇東別大大大大別久熊福東
分府京府川府府分岡佐国府分分分分府留本岡京
市市都市県市市郡市市東市郡郡群郡市米市市都
中北港扇坂南北野南貴郡鶴野狭野野北市東博世
ノ中区山出荘浜洋区船武見洋間洋洋的大野多田
瀬町南町市園一原野町蔵町原町原原ケ石二区谷
団六青三旭町｜町間一町八町医大町浜町丁駅区
地組山組町二一大三｜大組竹大字字三二目南新
一　六の一三〇字丁五字ノノケ野竹ノ　｜　　五町

Ａ　　Ｉ一丁組｜野目　吉五内丘洋矢八一　丁二
１　　一　目　一洋七　弘　四三原二　一　目｜
三　　｜　　一　四原｜　　五　六丁一一　　　　一ニ
｜　　三　　｜　　　一三　七　八目七三　　　　〇八
七　二　二　　　七一　二　　　一四一　　　　｜　｜
二　　　　九　　　五　　　｜一　　二五　　　　　　一二

　　　　　　　　四　　　一　　　１　　　　　　　三八

　　　　　　　　｜　　　　　　　　一　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　六　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

御

子

孫

の

お

名

前

と

住

所

麻沼沼沼小工･山佐佐佐室矢小手小小永吉吉吉吉

生田田田葛藤下藤藤藤　野出島出野宿弘弘弘弘

憲一頁岩　　　行竜弘博利春　政鎮正　忠義七尚

一人清夫洗勇一馬治義則海隆和公己忠幸鑑平正

御

名

前
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○○○○○○

人人人宇戸大
友友友土次友
氏義岡弥　六
末長城左鑑代
荷苗々エ連貞
宇荷主門＿、宗

都　志晴鎧の
宮　　賀貞ケ弟
左　親　岳師
近　次　城季
太　　　　主-、
夫　　　　｀-’勢

　　　　　家

御

先

祖

の

お

名

前

三二二二二二二二二二二十十十　十十
〇九八七六五四三二一〇九八七　六五

宗恵土小犬首立江首大森江岐清　利長
像藤星野久藤川口藤久尾本部原　光田
掃又利伊保貞衛掃右保勇勇山　　　　左
部右平賀小左門部近蔵作三城兼　弾京
鎮衛衛守太工太介介人‘郎ノ忠　正之
次門　　　郎門夫重秀祐　討守　　　　助

　鑑　　　　統清康宗　　　死玄
　房　　　　高臣　　　　　　啄

　　　　　　　六

　　　　　　　所
　　　　　　　管

　　　　　　　被
　　　　　　　管　　　　　　討討　討討
　　　　　　　｀‾’　　　　　　死死　死死

大東別中火大

分国府津野阪
市来市市郡府
･大郡馬上大高

字安場宮飼槻
丹岐一永町市
生町組二下南
八塩　　｜淳平
二屋　一尾台
九二　八三一

　〇　二七｜
　六　　　〇六
　四　　　　九　｜
　　　　　｜　二
　　　　　八〇

御

子

孫

の

お

名

前

と

住

所

大別庄大別戦火別別直福香国東□大狭

野府内分府分分府府人岡々見国出分間
郡市町市市市郡市市郡県地町東町郡町
十緑野宗山犬野馬南久柏町岐郡大野犬
時ケ畑方ノ宇津場立住屋大部武宇津宇
九丘二一目光原町石町郡宇二蔵大原北

○七四二五吉町一本人宇香○大神廻方
四組三六組三新組町字美々一宇一栖一

　　五四　　｜町の三栢町地九吉七野九
　　　ノ　一　二組本人三　弘六二五
　　　一　　　　　　　　宇四　一八〇｜
　　　　　　　　　　宇一　九＿、八二
　　　　　　　　　　美六　三別八

　　　　　　　　　　　｜　　三大
　　　　　　　　　　　三　　　　教
　　　　　　　　　　　　　　授

岡久志兎立勢

村保賀詞花家

シ　奈義義康

ノ啓輔孝章司

御

名

前

宗川土小伊首立江首大森江岐清利利長

　　　　　　　　　　　久保野屋野乗藤川口藤保尾本部厚光光田

　惣正光　正正信盛僣　元増京正清勝

　　之修平右代武豊行幸美夫勇彦喜一文二己
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大
野
　
な
ん
と
も
奇
特
な
方
で
す
ね
。
な
か
な
か
真
似
の
で
き
る
こ
と

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
さ
て
、
先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
の
こ
と
で
す
が
、
軍
人
・
軍
属
そ

　
れ
に
民
間
人
を
併
せ
る
と
、
実
に
ご
二
〇
万
人
（
公
称
）
と
い
わ
れ

　
て
い
ま
す
。
大
分
県
の
総
人
口
が
回
一
二
～
三
万
と
の
こ
と
で
す
か

　
ら
、
大
変
な
数
で
す
。
も
っ
と
も
大
陸
の
中
国
や
、
か
っ
て
の
ソ
運

　
邦
諸
国
の
そ
れ
は
一
千
万
人
と
も
二
千
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
が
１
．

　
　
日
本
暦
史
上
、
日
本
で
一
番
長
か
っ
た
日
（
か
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
史

　
実
に
基
づ
き
放
映
さ
れ
た
「
戦
争
ド
ラ
マ
」
の
題
名
）
、
そ
し
て
国

　
民
挙
げ
て
茫
然
自
失
、
号
泣
し
た
日
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
何
と
い
っ

　
て
も
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
目
で
し
ょ
う
。

　
　
こ
の
終
戦
の
戦
没
者
慰
霊
祭
と
あ
な
た
方
の
「
本
陣
ま
つ
り
」

　
も
、
時
代
こ
そ
異
な
れ
、
と
も
に
戦
争
で
生
命
を
落
と
し
た
方
々
の

　
供
養
で
あ
り
慰
霊
で
す
。
古
来
、
人
間
は
「
理
性
の
動
物
」
と
称
さ

　
れ
な
が
ら
、
悲
し
い
「
戦
争
」
を
何
時
ま
で
繰
り
返
せ
ば
気
が
す
む

　
の
で
し
ょ
う
か
ね
。

　
　
沼
田
さ
ん
、
あ
な
た
も
戦
争
で
苦
労
し
た
と
お
間
き
し
ま
し
た
が
・
…

沼
田
　
え
え
、
た
い
へ
ん
苦
労
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
語
り
た
く
も
、
思

　
い
出
し
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
私
は
当
年
八
三
歳
。
歳
を
い
え
ば
、
判
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
と
こ
ろ
で
私
も
ま
た
、
石
垣
原
合
戦
で
は
誰
よ
り
も
吉
弘
嘉
兵
衛

　
統
幸
を
挙
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
先
の
大
戦
で
散
華
し
た
若

　
き
特
攻
隊
員
の
人
間
像
と
オ
ー
バ
ー
こ
フ
ッ
プ
す
る
の
で
す
。

大
野
　
そ
の
気
持
ち
は
、
私
に
も
よ
く
判
り
ま
す
。

　
　
軍
隊
生
活
を
経
験
し
た
者
な
ら
、
誰
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
事
の
Ｉ

　
つ
は
「
精
神
教
育
」
な
る
も
の
で
あ
り
、
朝
に
夕
に
〈
軍
人
勅
諭
〉

　
（
そ
れ
に
戦
陣
訓
）
に
よ
っ
て
軍
人
魂
を
注
入
さ
れ
た
こ
と
で
は
な

　
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
五
ヵ
条
の
徳
目
の
順
序
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
文
言
も
確
か

　
　
　
一
、
軍
人
は
忠
節
を
尽
す
を
本
分
と
す
へ
し

　
　
　
一
、
軍
人
は
礼
儀
を
正
し
く
す
へ
し

　
　
　
一
、
軍
人
は
武
勇
を
尚
ふ
へ
し

　
　
　
一
、
軍
犬
は
信
義
を
重
ん
す
へ
し

　
　
　
一
、
軍
人
は
質
素
を
旨
と
す
へ
し

　
だ
っ
た
で
す
か
ね
・
…

　
　
先
の
吉
弘
公
の
時
代
は
戦
国
時
代
（
応
仁
の
乱
か
ら
織
田
信
長
が

　
天
下
を
統
一
す
る
ま
で
。
一
四
七
七
～
一
五
七
三
）
で
あ
り
、
そ
の

　
精
神
的
イ
ズ
ム
が
即
「
武
士
道
」
で
、
そ
の
究
極
昇
華
の
神
髄
と
い

　
う
べ
き
も
の
が
「
武
士
道
と
は
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
」
の
葉
隠

　
精
神
（
元
佐
賀
藩
の
「
鍋
島
論
語
」
）
で
あ
っ
た
、
と
私
は
考
え
て

　
い
ま
す
。

　
　
吉
弘
公
は
戦
国
時
代
に
あ
っ
て
、
主
君
大
友
家
へ
の
忠
節
、
信
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；

義
、
武
勇
の
点
で
「
も
の
の
ふ
（
武
士
）
の
鑑
」
で
あ
っ
た
と
い
う

　
べ
き
で
し
ょ
う
。

沼
田
　
私
も
全
く
同
感
で
す
。

　
　
現
代
社
会
は
あ
ま
り
に
も
乱
れ
切
っ
て
お
り
、
吉
弘
公
の
ご
と
き

　
崇
高
な
理
念
の
持
主
は
数
少
な
く
な
っ
た
。
欲
、
と
く
に
金
銭
欲
、

　
性
欲
、
名
誉
欲
、
財
産
欲
な
ど
、
な
ど
。
欲
望
に
際
限
な
し
・
…

　
　
現
在
社
会
は
極
端
に
自
己
中
心
、
家
族
優
先
で
他
人
や
社
会
の
こ

　
と
を
考
え
な
い
我
利
我
利
亡
者
が
多
い
。
戦
前
が
あ
ま
り
に
も
精
神

　
主
義
で
、
犠
牲
的
奉
仕
の
精
神
を
強
要
さ
れ
た
た
め
の
反
動
で
は
な

　
い
で
し
ょ
う
か
。
「
自
由
」
も
、
好
き
な
こ
と
を
他
（
社
会
）
を
顧

　
み
ず
勝
手
な
こ
と
を
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
’
：
゜
　

’

大
野
　
憂
う
つ
な
こ
と
ば
か
り
Ｉ
。
話
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
沼
田
さ
ん
、
お
世
辞
で
な
く
、
あ
な
た
が
文
芸
の
才
に
恵
ま
れ

　
て
い
る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
吉
弘
公
讃
歌
を
作
詞
・
作
曲
す
る

　
な
ど
、
な
か
な
か
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
借
り
し
た
カ

　
セ
ッ
ト
こ
ア
ー
プ
を
流
し
な
が
ら
、
声
の
よ
い
こ
と
と
浪
曲
の
名
詞

　
子
に
も
恐
れ
入
り
ま
し
た
。

　
　
何
十
年
と
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
あ
ち
こ
ち
の
老
人
ホ
ー
ム

　
や
社
会
福
祉
施
設
を
口
演
し
て
回
り
、
芸
道
に
打
ち
込
ん
だ
賜
物
で

　
し
ょ
う
ね
。
と
こ
ろ
で
「
浪
曲
」
と
は
、
ど
ん
な
緑
で
…
。

沼
田
　
実
は
祖
父
が
浪
曲
狂
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
愛
好
家
で
…
。
私
か

　
幼
児
の
こ
ろ
、
膝
に
抱
か
れ
て
子
守
歌
の
よ
う
に
聴
い
て
育
ち
ま
し

　
た
。
あ
ち
こ
ち
の
地
区
か
ら
声
が
か
か
る
と
夜
遅
く
ま
で
や
っ
て
い

　
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
血
が
私
に
も
流
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

　
せ
ん
。

　
　
少
し
大
き
く
な
る
と
、
今
度
は
郷
土
の
歴
史
や
伝
説
・
民
話
に
な

　
り
、
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

大
野
　
今
年
夏
の
盆
前
、
八
月
一
目
付
き
で
群
馬
県
沼
田
市
か
ら
の
あ

　
な
だ
の
封
書
、
こ
れ
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　
　
中
を
開
け
て
み
て
、
な
ん
と
『
上
毛
新
聞
』
（
本
社
前
橋
市
）
の

　
切
り
抜
き
・
…
見
出
し
に
「
浪
曲
師
の
沼
田
さ
ん
、
老
人
施
設
を
巡

　
業
」
と
あ
る
。
内
容
は
、
主
に
九
州
や
四
国
を
回
り
、
二
八
年
間
の

　
慰
問
回
数
は
「
今
回
の
利
根
沼
田
地
区
の
四
ケ
所
で
八
六
八
回
に
な

　
る
」
と
の
こ
と
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

沼
田
　
え
え
、
私
の
家
祖
は
沼
田
平
八
郎
と
い
っ
て
、
実
は
群
馬
県
沼

　
田
市
の
出
な
ん
で
す
。

　
　
沼
田
市
は
城
下
町
で
、
近
世
（
徳
川
期
）
は
藩
主
が
土
岐
氏
。
戦

　
国
時
代
以
前
は
、
土
地
の
豪
族
、
沼
田
氏
が
支
配
し
て
い
た
の
で
す

　
が
、
信
濃
国
上
田
城
主
の
真
田
昌
幸
（
大
坂
冬
と
夏
の
陣
で
徳
川
軍

　
を
悩
ま
し
討
死
し
た
智
将
、
幸
村
の
父
）
に
亡
ぼ
さ
れ
、
沼
田
一
族

　
は
諸
国
に
散
り
、
祖
先
は
四
国
大
洲
に
移
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
祖
父
母
の
と
き
明
治
に
な
っ
て
別
府
は
鶴
見
郷
に
や
っ
て
来
た
と

　
開
い
て
い
ま
す
。

大
野
　
先
掲
の
『
上
毛
新
聞
』
で
、
浪
曲
の
題
目
は
「
人
類
の
父
、
野
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口
英
世
少
年
時
代
」
と
歌
謡
浪
曲
「
名
月
赤
城
山
」
を
披
露
し
た
と

　
あ
り
ま
す
。

　
　
施
設
の
老
人
た
ち
は
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
た
と
も
。
平
成

　
元
年
六
月
に
は
「
ハ
ワ
イ
」
で
も
巡
業
し
た
ん
で
す
か
。
こ
れ
に
も

　
驚
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
全
国
巡
業
、
目
で
い
ろ
い
ろ

　
言
っ
て
み
て
も
、
実
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
「
言
う
は
易
く
、
行

　
な
う
は
難
し
」
で
す
。

沼
田
　
と
こ
ろ
で
一
度
、
会
長
に
教
え
て
欲
し
か
っ
た
の
は
、
先
の

　
「
戦
陣
訓
」
は
東
条
英
機
陸
相
の
名
で
出
さ
れ
た
（
昭
和
十
六
年
）

　
の
は
知
っ
て
い
ま
す
。
「
軍
人
勅
諭
」
の
方
は
、
草
案
を
書
い
た
の

　
は
一
体
、
誰
で
す
か
。

大
野
　
あ
れ
は
確
か
、
明
治
の
元
勲
、
山
県
有
朋
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
明
治
十
五
年
一
月
四
目
、
明
治
天
皇
か
ら
陸
海
軍
人
に
下
賜
さ
れ
、

　
旧
軍
人
の
精
神
的
基
礎
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
「
朕
は
汝
等
軍
人
の

　
大
元
帥
な
る
ぞ
」
の
一
言
が
あ
り
、
こ
れ
で
軍
人
（
と
り
わ
け
将
校
）

　
が
奮
起
一
番
、
天
皇
と
国
家
に
生
命
を
搾
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

　
す
ね
。

　
　
　
山
県
有
朋
－
長
州
藩
士
で
松
下
村
塾
に
学
ぶ
。
明
治
初
年
「
徴
兵
令
」

　
　
　
　
　
　
　
を
制
定
。
目
請
暇
争
で
第
一
軍
司
令
官
、
日
露
暇
争
で

　
　
　
　
　
　
　
は
参
謀
総
長
、
の
ち
陸
軍
大
将
、
元
帥
へ
。
枢
密
院
議

　
　
　
　
　
　
　
長
・
公
爵
で
［
位
人
臣
を
極
め
た
軍
人
］
で
あ
り
、
長

　
　
　
　
　
　
　
州
閥
で
政
界
に
も
絶
大
な
権
力
を
振
る
っ
た
ー
。

沼
田
さ
ん
、
ど
う
か
九
十
歳
と
い
わ
ず
、
百
歳
を
目
ざ
し
て
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
。
神
仏
の
ご
加
護
で
「
千
回
達
成
」
を
念
じ
て
い
ま

す
。
正
月
ま
で
あ
と
一
ケ
月
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
で
下
さ
い
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
し
た
。
よ
い
お
正
月
を
お
迎
え
下
さ
い
。

（
平
成
十
五
年
十
二
月
六
日
記
）
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月夜野町の「やまぶきの苑」で

　　浪曲を披露する沼田さん
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